慢性病患者の療養行動の特徴--心臓病患者,腎臓病患者を対象に by 谷本 真理子 et al.
慢性病患者の療養行動の特徴
一心臓病患者、腎臓病患者を対象に一







型、 3)生活充実行動型、 4) 自分で努力行動型、 5)将来の不安対処行動型、 6)病状安定維持行
動型、 7)感情安定行動型、 8)現実非直視非行動化型、 9)症状緩和行動型、 10)おまかせ型が見
いだされた。腎臓病患者12名を分析した結果、1)行動評価改善型、 2)やむなく現実直視行動型、























































































事例年齢 性汚q 診断名 橿病JUlI 現在の症状(量的
55 女 僧帽弁狭窄、心不全、肺塞栓 24 なし
2 70 男 心筋梗塞、狭心症、高血圧 5 坂道などで胸痛
3 69 女 心筋梗塞、心不全、甲状腺機能低下 16 急に動くと胸痛
4 64 女 狭心症、不整脈 13 なし
5 73 女 心筋梗塞、槍尿病、不整脈、高脂血症 1 1 なし
6 72 男 心筋便塞、狭心症、糖尿病 8 なし
7 70 男 心筋梗塞、狭心症、脳梗塞、高血圧 17 月に一度胸痛や気分不快
8 66 男 高血圧、狭心症、心筋梗塞、椎間板症 不明 なし
9 61 女 高血圧、貧血、狭心症 25 肩や胸に痛み
10 47 女 心筋健室、高血圧、貧血、子宮筋腫 5 年に数回胸痛
1 1 68 男 槍尿病、心筋便塞、心不全 8 なし
12 63 男 狭心症、高血圧、高脂血症 9 なし
13 63 男 狭心盤、哨息 6 なし
14 62 女 僧帽弁狭窄 1 1 動惇
15 71 男 心筋梗塞、心不全、高血圧、信、緊張性腰痛 7 坂道などで息切れ
16 73 女狭心症、高血圧、心室性期外収縮、他 2 動惇
17 72 女 不登脈、高血圧、高脂血症、肝炎 4 なし
18 63 女 僧帽弁閉鎖不全、慢性心不全、心房細動 22 年に数回胸痛
19 73 男高血圧、心室性期外収縮、糖尿病 7 年に数回胸痛
20 68 男狭心症、高血圧、心室性期外収縮 坂道などで息切れ
21 65 男心房細動 12 不整脈
22 68 女糖尿病、狭心症‘発作性心房頻拍、中耳炎 19 なし
23 72 男心筋復塞、狭心症、結腸鎗転 24 なし
24 65 女狭心症 2 なし
-46 
表2 腎臓病患者の概要. 童手陣性別 診断名 穣病期限
25 57 女 慢性腎炎
26 67 男 慢性腎不全
27 56 男 ネフロー ゼ症候鮮
28 56 男 慢性腎炎
29 31 男 慢性糸球体腎炎
30 59 女 慢性腎炎慢性腎不全
31 40 女 ネフロー ゼ症候群
32 49 女 IgA腎症
33 63 男 繍尿病性腎症
34 47 女 ネフロー ゼ症候君事
35 73 女 慢性腎炎






































































































































































































































































捉え方 F 行動の自己評価はない。 活力の喪失。
病に対して自罰的、自分次第 自分で努力行動型 w 自分で努力するという療養行動 病による生活上の困難、精神的ストレス
への主体的取り組みの重視。 病に負けない
包 療養行動の肯定的自己評価
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